
２平成30年（2018年）3月15日３ 小平市　教育委員会だより

　青少対とは、「青少年対策○○小地区委員会」の略称で、小学校通学
区域を単位として１９の地区委員会が活動しています。学校サポーター
の一員として、市と協働し、地域の青少年健全育成の取組を推進して
います。

　委員として、地域の方、
教職員、PTA、民生委員・
児童委員、保護司、青少
年委員など多くの方々が
携わり、活動に参加でき
る方ならどなたでも委員
になれます。
　各青少対では、学校な
どを会場として、「青少
対まつり」「キャンプ」「コ

ンサート」「スポーツ大会」「もちつき」「クリーン活動」など、地域に
根差した多種多様な行事を開催しており、地域の子どもたちが、いろ
いろな体験を楽しむことのできる場となっています。
　青少対の活動は、地域全体で子どもたちを見守り育む取組で、児童・
生徒、保護者、地域の方など、さまざまな世代がつどい、地域のつな
がりをつくることのできる場ともなっています。
　皆さんも青少対活動に参加してみませんか！
　各青少対の連絡先や活動
などの詳細については、下
記にお問い合せください。

問合せ　地域学習支援課　☎042（346）9834

地域学習支援課
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第14回　小平よさこいスクールダンスフェスティバル in 2018
◆２月２５日（日）ルネこだいら大ホール
　「小平よさこい」は、地域の幼児・小学生から社会人まで、幅広い年
齢層に親しまれており、今回は１９チームが出場しました。
　当日は出演者９２４人を含めて１,６６３人が集い、日頃の練習の成果を披
露する小学生の姿や、大学生のキレのあるダンスに、温かい声援が送
られました。エンディングでは、舞台・客席がひとつになって盛り上
がりました。

　多摩北部都市広域行政圏域（小平市・東村山市・清瀬市・東久留米
市・西東京市）の高校から、１５校２８チームが出場し、出演者５２８人を含
めて１,８１２人が、会場を訪れました。
　各チームのパワフルなステージに会場は大いに盛り上がり、高校生
たちが自ら企画したエンディングでは、各校の選抜メンバーが参加
し、大迫力のダンスが繰り広げられました。
　当日は、受付や会場整理なども、参加した高校生たちが行いました。

　

１
月
９
日
（
火
）
に
、

ル
ネ
こ
だ
い
ら
大
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
、
市
内

中
学
校
９
校
の
代
表
生

徒
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考

え
を
自
分
の
言
葉
で
堂

々
と
発
表
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
番
校
の
小

平
第
一
中
学
校
生
徒
会

が
、
意
見
発
表
会
の
サ

ブ
タ
イ
ト
ル
「
未
来
へ

の
一
歩
〜
思
い
を
言
葉

に
載
せ
て
〜
」
の
考
案

や
ポ
ス
タ
ー
原
画
作
成

の
ほ
か
、
当
日
の
司

会
、
舞
台
運
営
、
学
校

紹
介
を
行
い
、
発
表
会

■教科に関する調査
　小学校では全実施教科において、中学校では、国語、数学、英語、理科において、
都の平均正答率と同等または上回っています。
　「教科に関する調査」は「学習指導要領に関する内容」と「読み解く力に関する内

容」の２つがあります。
【学習指導要領に関する内容】
　各教科を、４つの観点「関心・意欲・態度」「思考・判
断・表現」「技能」「知識・理解」別に調査しました。
　小学校においては、特に社会と理科、中学校においては、
数学と英語が多くの観点で都の平均正答率を上回っていま
す。
【読み解く力に関する内容】
　各教科を、３つの観点「情報を正確に取り出す力」「比較・
関連付けて読み取る力」「解決する力」別に調査しました。
　小学校においては、国語、社会、理科の全ての項目、中
学校においては、国語、理科、英語の全ての項目で都の平
均正答率を上回っています。

■学習に関する意識調査
　子どもたちの学習に対する意識や生活に関する意識及び状況等について調査しまし
た。
　これからは各学校では、自尊感情の向上、家庭学習の定着、課
題解決に向けた主体的な学習活動の一層の充実を目指して、教育
活動を進めていきます。

　

経
済
的
な
理
由
で
学
校
給
食

費
や
学
用
品
費
な
ど
の
支
払
い

に
お
困
り
の
方
に
対
し
て
、
就

学
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対　

象　

市
内
在
住
の
国
立
ま

た
は
公
立
の
小
・
中
学
校
に
在

学
す
る
児
童
・
生
徒
の
保
護
者

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方

▽
世
帯
の
所
得
が
基
準
額
以
下

で
あ
る

▽
児
童
扶
養
手
当
（
児
童
育
成

手
当
と
は
別
の
制
度
）
の
支
給

を
受
け
て
い
る

▽
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る

（
生
活
保
護
費
で
支
給
さ
れ
な

い
部
分
の
み
の
援
助
）

▽
特
別
な
事
情
が
あ
り
、
教
育

費
で
困
っ
て
い
る

援
助
の
内
容

▽
学
用
品
費
・
通
学
用
品
費

▽
学
校
給
食
費

▽
校
外
活
動
費
（
遠
足
・
移
動

教
室
な
ど
）

▽
修
学
旅
行
費

▽
新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費

▽
卒
業
ア
ル
バ
ム
・
文
集
代

▽
体
育
実
技
用
具
費
（
柔
道
着

な
ど
）

▽
医
療
費
（
学
校
保
健
安
全
法

第　

条
に
基
づ
く
疾
病
の
治
療

２４
の
み
）

▽
通
学
費
（
通
学
距
離
が
長
距

離
の
場
合
の
み
）

申
込
み　

申
請
書
（
市
内
の
公

立
小
・
中
学
校
ま
た
は
学
務
課

で
配
付
）
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
必
要
書
類
を
添
え
て
在
籍

す
る
学
校
へ
提
出

※
市
外
の
国
立
ま
た
は
公
立

小
・
中
学
校
に
在
籍
し
て
い
る

場
合
は
、
学
務
課
に
提
出

※
申
請
は
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
が
、
４
月
分
か
ら
の
援
助

を
希
望
す
る
場
合
は
、
４
月　
１３

日
（
金
）
ま
で
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

※
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方

は
、
申
請
書
の
代
わ
り
に
、
学

校
か
ら
渡
さ
れ
る
委
任
状
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成　

年
度
に
準
要
保
護
の

２９

認
定
を
受
け
て
い
る
方
は
、
３

月
末
に
継
続
申
請
書
を
学
校
を

通
じ
て
送
付
し
ま
す
。

◆
就
学
援
助
対
象
者
を
拡
充
し

ま
す
◆

　

平
成　

年
度
よ
り
、
市
内
に

３０

在
住
し
、
国
立
の
小
・
中
学
校

に
在
籍
す
る
児
童
・
生
徒
も
就

学
援
助
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

援
助
を
希
望
す
る
方
は
、
学
務

課
へ
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　

学
務
課
緯
０
４
２

（
３
４
６
）９
５
７
０

こ
だ
い
ら
の
小
・
中
連
携
教
育

　

小
平
市
で
は
、
年
間
３
回
、「
小
・
中

連
携
の
日
」
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　
「
小
・
中
連
携
の
日
」
に
は
、
中
学
校

区
ご
と
に
教
員
が
集
ま
り
、
授
業
研
究

を
行
う
な
ど
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、「
小
・
中
連
携
の
日
」
の
中

学
校
区
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

■
授
業
研
究

　

小
・
中
学
校
の
教
員
が
互
い
に
指
導

の
仕
方
を
知

り
、
９
年
間
の

つ
な
が
り
を
理

解
し
ま
す
。

　

小
平
第
二
中

学
校
区
で
は
４

人
組
で
の
学
び

合
い
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま

す
。
今
年
度
は
中
学
校
の
生
徒
が
対
話

を
通
し
て
学
び
合
う
様
子
を
、
小
学
校

の
教
員
が
参
観
し
ま
し
た
。
授
業
後
の

協
議
会
で
は
、
学
年
に
合
わ
せ
た
「
学

び
合
い
の
仕
方
」
に
つ
い
て
意
見
を
出

し
合
い
、
対
話
的
な
学
習
の
充
実
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

上
水
中
学
校
区
で
は
、「
学
力
向
上
」

を
重
点
テ
ー
マ
に
し
て
、
小
学
校
の
全

教
科
の
授
業
を

中
学
校
の
教
員

が
参
観
し
ま
し

た
。
授
業
中
の

様
子
を
基
に
、

教
科
ご
と
に
小

学
校
と
中
学
校

が
連
携
し
合
う

具
体
的
な
取
組

に
つ
い
て
話
し

合
い
ま
し
た
。

■
小
・
中
学
校
が
協
力
し
て
行
う
行
事

の
準
備

　
「
小
・
中
連
携
の
日
」
に
は
、
中
学
校

区
ご
と
に
小
学
校
と
中
学
校
が
連
携
し

て
行
う
行
事
の
ね
ら
い
や
準
備
、
当
日

の
進
め
方
に
つ
い
て
も
話
し
合
い
ま

す
。

　

小
平
第
六
中
学
校
区
で
は
、
キ
ャ
リ

ア
教
育
の
一
環
と
し
て
、「
よ
う
こ
そ

先
輩
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
中
学
生

が
、
自
分
が
卒
業
し
た
小
学
校
に
訪
問

し
て
、
中
学
校
で
の
生
活
や
学
習
に
つ

い
て
、
小
学
校
六
年
生
に
話
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
小
・
中
学
校
の
教
員
が

一
つ
の
行
事
に
向
け
て
話
し
合
う
こ
と

で
、
児
童
・
生

徒
を
指
導
す
る

際
の
考
え
方
や

ポ
イ
ン
ト
に
つ

い
て
共
通
の
理

解
を
も
つ
こ
と

に
つ
な
が
り
ま

す
。

■
道
徳
の
研
究
授
業
　

新
し
く
教
科

と
な
る
道
徳
の

研
究
授
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

小
平
第
五
中

学
校
区
で
は
、

中
学
校
全
学
年

の
道
徳
の
授
業

を
公
開
し
た
の
が
特
長
で
す
。
学
年
に

合
っ
た
児
童
・
生
徒
へ
の
問
い
掛
け
の

仕
方
や
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
使
い
方
に
つ

い
て
、
意
見
交
換
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
道
徳
の
授
業
を
改
善
す
る
き
っ
か

け
と
し
ま
し
た
。

■
今
後
の
小
・
中
連
携
教
育

　

平
成　

年
度
に
始
ま
っ
た
小
・
中
連

２４

携
教
育
は
６
年
目
を
む
か
え
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
義
務
教
育
の
９
年
間
の
中

で
、
小
学
校
で
必
要
な
指
導
、
中
学
校

で
必
要
な
指
導
に
つ
い
て
、
教
員
が
互

い
に
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
中
学
校
区
と
し
て
児
童
・
生
徒
に

身
に
付
け
さ
せ
た
い
力
を
明
確
に
し

て
、
今
後
さ
ら
に
小
・
中
連
携
教
育
を

充
実
、
発
展
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

■特色ある教育活動の取組
発 表 の テ ー マ学校

小学校段階におけるキャリア教育の在り方八小
「生きていく」意欲と希望、やさしさを育てる「こころと体の授
業」づくり十一小

自ら考え、ともに学び、高め合う児童の育成十四小

小平市の地質・地形の教材開発について（グループ研究）二中
三中

　小平市教育研究発表会を、１月３１日（水）ルネこだいら
で開催しました。

　

小
平
市
で
は
、
警
察
署
、
青
少
年
対
策

地
区
委
員
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
、
事
業
所
な
ど

と
協
力
し
、「
こ
ど
も
１
１
０
番
の
い
え
」

を
一
般
家
庭
や
お
店
な
ど
千
７
百
か
所
以

上
で
開
設
し
て
い
ま
す
。

▽
ど
こ
で
わ
か
る
の

　

一
般
家
庭
や
お
店
の
入
口
付
近
の
目
立

つ
場
所
に
「
こ
ど
も
１
１
０
番
の
い
え
」

の
プ
レ
ー
ト
が
貼
っ
て
あ
り
ま
す
。

▽
ど
ん
な
と
き
に
利
用
す
る
の

・
知
ら
な
い
人
に
し
つ
こ
く
話
し
か
け
ら

れ
て
不
安
を
感
じ
た
と
き

・
知
ら
な
い
人
に
追
い
か
け
ら
れ
た
と
き

・
知
ら
な
い
自
動
車
や
自
転
車
が
つ
い
て

き
た
と
き

・
痴
漢
や
変
質
者
に
出
会
っ
た
と
き

・
そ
の
ほ
か
、
身
に
危
険
を
感
じ
た
と
き

▽
ど
ん
な
対
応
を
し
て
く
れ
る
の

・
避
難
し
て
き
た
子
ど
も
の
安
全
が
確
認

さ
れ
る
ま
で
保
護
し
ま
す

・
け
が
な
ど
が
な
い
か
確
認
し
、
場
合
に

よ
っ
て
は
１
１
０
番
、
１
１
９
番
通
報

し
ま
す

・
保
護
者
に
連
絡
し
ま
す

※
な
お
、
協
力
者
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す

の
で
不
在
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

▽
協
力
の
お
願
い

　

各
地
区
の
青
少
年
対
策
地
区
委
員
会
や

Ｐ
Ｔ
Ａ
等
が
、
協
力
者
の
拡
大
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
依
頼
が
あ
っ
た
と
き
は
、

ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

　

新
年
度
を
迎
え
る
こ
の
機
会
に
、
お
子

さ
ん
と
一
緒
に
通
学
路
や
遊
び
場
を
歩

き
、「
こ
ど
も
１
１
０
番
の
い
え
」
が
ど
こ

に
あ
る
の
か
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
危

険
を
感
じ
た
ら
、「
こ
ど
も
１
１
０
番
の

い
え
」
に
助
け
を
求
め
る
よ
う
、
説
明
を

お
願
い
し
ま
す
。

「
こ
ど
も
１
１
０
番
の
い
え
」プ
レ
ー
ト

〈
地
域
安
全
課
〉

小平市教育研究発表会

　８つの中学校区がそれぞれ行った特色ある取組や今年度の成果と
課題について発表しました。

■こだいらの小・中連携教育
舞台発表

紙面発表
■研究推進校の取組

発 表 の テ ー マ学校
互いに認め合うやさしい子三小
主体的・対話的で深い学びの実現に向けた指導法の工夫四小
自らすすんで学ぶ生徒の育成二中

「
こ
ど
も
１
１
０
番
の
い
え
」

「
こ
ど
も
１
１
０
番
の
い
え
」をを

ご
存
知
で
す
か

ご
存
知
で
す
か
？？

来年度から運動の日常化や体力向上に向けて発表会で説明した
「楽しみながら運動プログラム」を市内全校で取り組みます。

平成２９年度平成２９年度 児童・児童・生徒の学力向上を図るため生徒の学力向上を図るためのの
調調査査（東京都教育委員会）（東京都教育委員会）結結果の概要について果の概要について

　東京都教育委員会では、子どもたち一人一人の学習状況や学校における授業の改善
に役立てるため、小学校５年生および中学校２年生を対象に、平成29年７月に学力調
査を行いました。

平
成　

年
度

３０

g
g

g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g

●税についての作文　入選者（敬称略）
氏　名学校名受　　賞　　名№

横田　　縁三中小平市長賞１
小川　拓真六中小平市教育委員会賞２
石田　広満創価中小平市租税教育推進協議会会長賞３
小海　一樹三中一般財団法人大蔵財務協会理事長賞４
荒川　航希上水中全国納税貯蓄組合連合会会長賞５
貝瀬　愛梨花小金井南中東京国税局管内納税貯蓄組合連合会優秀賞６
鈴木　みゆ六中東村山税務署長賞７
大内　美海五中東京都立川都税事務所長賞８
村田なつみ一中東京税理士会東村山支部支部長賞９
片桐　豪生四中一般社団法人東村山青色申告会会長賞１０
川合　由莉花小金井南中公益社団法人東村山法人会会長賞１１
藤田　華凜二中多摩武蔵納税貯蓄組合連合会優秀賞１２
山住　進梧上水中多摩武蔵納税貯蓄組合連合会優秀賞１３
川島　陽菜白梅学園清修中多摩武蔵納税貯蓄組合連合会優秀賞１４
吉原　夏南四中多摩武蔵納税貯蓄組合連合会優秀賞１５

●作文募集についての協力が特に顕著な中学校に対する感謝状
学校名感　　謝　　状№

花小金井南中多摩武蔵納税貯蓄組合連合会会長感謝状１
●税の標語　入選者（敬称略）

氏　名学校名受　　賞　　名№
山﨑　景太四中小平市長賞１
市川紗瑛子二中小平市教育委員会教育長賞２
久保　拓郎二中東村山税務署長賞３
宗像　那音創価中東京都立川都税事務所長賞４
原野　未羽花小金井南中小平商工会会長賞５
佐藤　風花三中東村山間税会会長賞６
永田　大和五中全国間税会総連合会入選７
河内　也実上水中全国間税会総連合会入選８
長谷川　夢四中東京国税局間税会連合会入選９
鈴木　愛実六中東京国税局間税会連合会入選１０
宮﨑　架帆白梅学園清修中一般社団法人東村山青色申告会会長賞１１
坪田　啓佑二中公益社団法人東村山法人会会長賞１２
竹永　千桜三中東京税理士会東村山支部支部長賞１３

　多摩武蔵納税貯蓄組合連合会、東村山間税会、東村山税務署
では、中学生に税への関心を深めてもらうために、毎年、税に
ついての作文、標語を募集しています。
　昨年１２月１２日（火）に、健康センターで表彰式が行われまし
た。市内中学校の生徒の作品の中から、下表のとおり、税の作
文は１５人の入選と１校への感謝状の贈呈、税の標語は１３人の入
選が決定しました。 〈指導課〉

　ゴスペルミュージックで声のチ
カラを体感しませんか。
と　き　３月２３日（金）午後７時
開　演　午後６時３０分開場
※公演時間は１時間３０分程度
ところ　中央公民館
費　用　無料
対　象　市民
定　員　１３０人
出　演　Be Choir（ビー・クワイア）
申込み　当日、会場へ（先着順）
問合せ　中央公民館
　　　　☎０４２（３４１）０８ 

春の夜にゴスペルを
BeChoirコンサート

 青  少  対 が活躍しています！
せい しょう たい

平成29年平成29年度度
　

学
校
規
模
の
適
正
化
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
小
平
市
指
定
学
校
変
更
許
可

及
び
区
域
外
就
学
承
諾
に
関
す
る
審
査

基
準
を
実
態
に
合
わ
せ
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
平
成　

年
２
月
よ
り
一
部
基

３０

準
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
変
更
点

は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

▽
指
定
学
校
の
変
更
の
許
可
の
審
査
基

準
の
う
ち
、「
地
理
的
理
由
」
の
区
分
を

削
除
し
ま
し
た
。

▽
区
域
外
就
学
の
承
諾
の
審
査
基
準
の

う
ち
、「
市
内
に
転
入
す
る
予
定
が
あ

る
場
合
」
の
区
分
に
通
学
時
間
を
お
お

む
ね　

分
以
内
と
規
定
し
ま
し
た
。

４０

▽
通
学
区
域
外
か
ら
小
平
市
の
学
校
に

通
学
す
る
場
合
、
保
護
者
に
よ
る
児

童
・
生
徒
の
通
学
途
上
の
安
全
の
確
認

に
つ
い
て
追
記
し
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
学
務
課
ま
で
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

学
務
課
緯
０
４
２（
３
４
６
）

９
５
７
０

指
定
学
校
変
更
の
許
可
と
区
域
外
就
学
承
諾
の

基
準
を
一
部
変
更
し
ま
し
た

　

教
育
委
員
会
で
は
、
保
護

者
や
地
域
の
皆
さ
ん
が
通
学

路
で
行
っ
て
い
る
児
童
の
見

守
り
活
動
を
補
完
す
る
た
め

に
、
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
５
校
（
一
小
、

二
小
、
四
小
、
六
小
、
十
一

小
学
校
）
の
通
学
路
に
合
計

　

台
設
置
し
ま
し
た
。

２５
　

平
成　

年
度
ま
で
に
、
す

３０

べ
て
の
市
立
小
学
校（　

校
）

１９

の
通
学
路
に
設
置
す
る
予
定

で
す
。

　

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
あ

た
っ
て
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
保
護
に
十
分
配
慮
し
、
記

録
さ
れ
た
映
像
を
適
切
に
管

理
し
て
い
き
ま
す
。

問
合
せ　

学
務
課
緯
０
４
２

（
３
４
６
）
９
５
７
１

　

教
育
委
員
会
で
は
、
小
学
校
の
通
学
路
に

お
い
て
、
児
童
の
安
全
を
見
守
っ
て
い
た
だ

け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
児
童
の
登
下
校
時
に
、
ご
都
合
の
つ
く

時
間
に
、
無
理
の
な
い
範
囲
で
の
活
動
を
お

願
い
し
ま
す
。
詳
し
く
は
電
話
に
て
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
学
校
に
お
け
る
受

入
れ
体
制
等
の
事
情
で
、
ご
希
望
に
添
え
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

学
務
課
緯
０
４
２（
３
４
６
）９
５

７
１

小
学
校
の
通
学
路
に
防
犯
カ
メ
ラ
を

設
置
し
て
い
き
ま
す

小
学
校
通
学
路
安
全
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
募
集

就就
学学
援援
助助
のの

ごご
案案
内内

就
学
援
助

就
学
援
助
のの

ご
案
ご
案
内内

中学生「税についての作文」・
「税の標語」入選者発表

東京都小平市教科

６７．８68．2国語
小
学
校

７１．１72．7社会

６１．４６１．４算数

７１．６72.8理科

７２．７73.6国語

中
学
校

５６．５５５．９社会

５３．３53.8数学

５６．５56.6理科

６２．９63.9英語

※「太字」は東京都の平均正答
率を上回っている数値

※表中の数値は、「当てはまる」「どちらかと言えば、当てはまる」など肯定的な
回答の合計の割合を表す。

東京都小平市質 問 項 目
７７．３７８．７小学校

自分のことを大切な存在だと感じていますか。
６３．１６１．５中学校
７５．１７８．７小学校学校以外で、毎日およそどのくらい学習をしますか。

※３０分以上の回答 ６０．３５５．２中学校

７７．８７９．３小学校授業では、学級やグループの中で自分たちの課題を
設定して、その解決に向けて情報を集め、話し合いな
がら整理して、発表するなどの学習活動に取り組ん
でいると思いますか。 ７１．２７６．９中学校

中央公民館主催音楽会

二
小
青
少
対　

復
興
支
援
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
と
お
も
ち
つ
き

中
学
校
生
徒

意
見
発
表
会

題　　名定員と こ ろと　　き
ひつじのようなライオン、ドナルドダックと森の
子リス、ハーイあっこです—みんなの交通安全—
ほか

７０人小川公民館
☎０４２（３４３）３６２０

午前１０時〜
１１時

　

日　
２３

（金）

おやゆび姫、王さまの耳はロバの耳、白鳥のみずう
み、ふしぎの国のアリス６０人上宿公民館

☎０４２（３４５）１１６４
午前１０時〜
１１時３０分

アリババのぼうけん、ガリバー旅行記、トムとジェ
リー５０人上水南公民館

☎０４２（３２５）４１３３
午前１０時〜
１１時

もも太郎、はなさかじいさん、青い鳥、トムとジェ
リー８０人花小金井南公民館

☎０４２（４６１）０８６１
午前１０時〜
１１時

ミッキーマウスとプルート、ジャングル大帝害誕
生害、ムーミン害スナフキンが帰ってきた害６０人鈴木公民館

☎０４２（３８８）００５０
午前１１時〜
１２時

　

日　
２４

（土）
子リスのギャングたいじ、ミッキーマウスのゆか
いな船長さん、いたちのこもりうた、豆象武勇伝６０人花小金井北公民館

☎０４２（４６２）５７９０
午前１０時〜
１１時

　

日　
２７

（火）

トムとジョン・ジョンのつくったおかし、くまのプ
ーさん"きせつ"ってなあに、だるまちゃんの交通安
全、カラスのパンやさん

８０人津田公民館
☎０４２（３４２）０８６３

午前１０時〜
１１時３０分

ふしぎの国のアリス、１人ぼっちの狼と７ひきの
こやぎ、金色のクジラ８０人大沼公民館

☎０４２（３４２）１８８８
午前１０時〜
１１時

ちびまる子ちゃん、こぎつねコンとこだぬきポン、
トムとジョン・ボールとたまご６０人中央公民館

☎０４２（３４１）０８６１
午後７時〜
８時

はなさかじいさん、だるまちゃんとだいこくちゃ
ん、あしたぶたの日ぶたじかん６０人中央公民館

☎０４２（３４１）０８６１
午前１０時〜
１１時３０分

　

日　
２８

（水）
ディズニーの三びきのこぶた、がんばれ！子象の
交通安全パトロール隊、くまのプーさん　プーさ
んとはちみつ

５０人仲町公民館
☎０４２（３４１）０８６２

午前１０時〜
１１時

　

日　
２９

（木）

忍たま乱太郎のがんばるしかないさ、がんばれス
イミー、トムとジェリーほか７０人小川西町公民館

☎０４２（３４３）１４１５
午前１０時〜
１１時

　

日　
３０

（金）

日　程　３月の日程は下表のとおり
費　用　無料
申込み　当日、会場へ（先着順）
問合せ　各公民館

春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどももももももももももももももももももももももももももももももももも映映映映映映映映映映映映映映映映映映映映映映映映映映映映映映映映映画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画春休み子ども映画会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
　家族や友達で、近くの公民館に
映画を見に来ませんか。

平均正答率 （％）

　図書館では、4月23日の「子ども読書の日」にちなみ、4月1日から5月
24日までを「こだいら子ども読書月間」として取組を行います。
◆POP展示（中央図書館）
◆きへいとしょかん親子でたのしむおはなし会（喜平図書館）
◆あかちゃんと図書館デビュー〜あかちゃんと一緒に絵本を楽しみません
か〜（小川西町図書館）など
　このほか市内各図書館でさまざまな催しを行います。
　詳しくは、小平市立図書館のホームページをご覧ください。
問合せ　中央図書館☎042（345）1246

こだいら子ども読書月こだいら子ども読書月間間の
運
営
に
多
大
な
貢
献
を
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

発
表
文
集
は
、
小
平
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。 

〈
地
域
学
習
支
援
課
〉発表生徒の皆さん（前列）と一中生徒会の皆さん（後列）

十
二
小
青
少
対　

楽
縁

祭（
が
く
え
ん
さ
い
）

楽しい模擬店や体験コーナー、
体育館でのステージ発表などで
盛り上がります！

募金活動をして被災地支援を行います。模
擬店などで子ども達も活躍しています！

◆２月１８日（日）ルネこだいら大ホール
第11回　多摩六都ヤング・ダンスフェスティバル （％）


